
その２　原発問題と熱帯雨林

講師　清水靖子 
　地球温暖化防止キャンペーンの下、推進された原発、植
林という美名の下、原生林を売買の対象とした現状のまや
かしを明らかにする。ベリス・メルセス宣教修道女会に所
属。太平洋の住民と連帯し、日本政府による放射性廃棄物
海洋放棄計画に反対。1994年「パプアニューギニアとソロ
モン諸島を守る会」結成当初からのコアメンバー。

東京都千代田区六番町14-4　電話03-3261-0825
JR四ツ谷駅麹町口下車徒歩30秒
地下鉄丸の内線四ツ谷駅下車徒歩3分

お問い合わせ：
東京都品川区西五反田8－10－14イトーピア五反田206
辻垣建築設計事務所　TEL 03-3492-4245　
主催：パプアニューギニアとソロモン諸島の森を守る会

その１　牡蠣の海と森からの声

講師　畠山重篤 氏
　広葉樹の木を植えて、牡蠣の海の海と森を再生しよう！
地元の木で被災からの再建を手作りしよう！
　津波の被災地となった宮城県気仙沼市、西舞根の海辺に
住み続け、本当の復興とは何か、海と森の回復と、国産材
使用の重要性を訴え続ける。

「森は海の恋人」著書「カキじいさんのつぶやき」ブログ

日時：2012年2月19日（土）
　　　　　　　午後2時～4時

会場：東京四ツ谷駅前　

　　　ニコラバレ修道院 ９階

参加費：1000円

会場　ニコラバレ

NHK「プロフェッショナル仕事の流儀」
　　　　　　出演の畠山重篤さん
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　東日本大震災の津波で、畠山の養殖場は壊滅的な被
害を受けた。中でも、畠山の養殖にとって命ともいえる舞
根（もうね）湾の海中には、瓦礫や泥が降り積もった。そう
した状況にもかかわらず、畠山は、養殖を再開させること
を決めた。根底には、半世紀にわたり海と共に生きてき
た男の「海を、信じる」という信念がある。
　畠山は、２３年にわたり、２万本以上の木を植えてきた。
本業の時間を割いて植樹を続けるのは、手間がかかる。
さらに、効果が現れるのは、５０年後、１００年後の可能
性もある。そこまで考えた上で継続することのできる、“優
しさ”。その人間性が、カキの味に凝縮され、映るのだと
いう。「NHKプロフェッショナル仕事の流儀」より

日時：2012年2月26日（土）
　　　　　　　午後2時～4時

会場：東京四ツ谷駅前　

　　　ニコラバレ修道院 ９階

参加費：1000円


